
ホイールバランサーの話 
 
A、 回転型のバランサーは、その特性から測定誤差が発生します。 
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B,   例、位置 A に編重量が １０ｇ と想定します。 
    （修正位置 D に １０ｇ を付加して終了がベターです） 
    測定位置は Ｂ となります。（補正することも可能ですが異なるタイヤの 
    補正はより複雑になります。） 
 
    測定位置 Ｂ に少しずつ増量して ９ｇ となったとします。測定位置が Ｃ 

へと移ります。 
    測定位置 Ｃ へ少しずつ増量していき 役 １．３ｇ ぐらいでバランスして

終了です。 
    （測定位置の変化は段階的に変化しますが、“少しずつ増量”とリンクします） 
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Ｃ、  例（２）検証と微調整 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 図（２） 
 
    １、“Ｂ”に ５ｇ では“Ｃ”に５．０２ｇです。 
    ２、“Ｂ”に １０ｇ では“Ｅ”に０．５ｇです。 
    ３、“Ｂ”に １２ｇ では“Ｆ”に２．１ｇです。 
    ４、“Ｂ”に ９ｇ では“Ｄ”に１．３ｇです。 
    合計の重量からも 4 番が良いようですね。 
    ∠ＢＯＤは 30 度～50 度ぐらいが好ましい角度です。 
 

  測定位置“Ｂ”に少しずつおもりを付け、測定を繰り返す。 
    測定位置“Ｂ”が適切に回転方向にずれたら Ｄ に少しずつ重りを 

付け測定を繰り返す。 （“Ｄ”が大きくずれた場合は“Ｂ”を軽くする） 
Ｄ，微調整 
    ∠ＢＡＤを中心と考えて  

測定位置が “Ｇ”方向では“Ｄ”を軽くします。 
    測定位置が “Ｅ”方向では“Ｂ”を軽くします。 
    測定位置が“ＢとＤ”の間に来るようにおもりの増減を繰り返し整える。 
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